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決算まちの家計簿
平成２1年度

　平成２１年度北広島町一般会計と１２の特別会計の総決算額は、

歳入２５９億３，２７９万円、歳出２４５億７８７万７千円となり、

翌年度への繰越し分を差し引いた実質収支は、

プラス７億８，３１０万７千円となりました。

また、歳出全体に対する公債費（借金返済の額）の割合が

平成２０年度より０．９ポイント減り、２０．８％となりました。

今後も北広島町は、経費削減や歳入確保に努め、

財政健全化に取り組んでいきます。

用語の説明（歳出・目的別）

議会費 町議会議員への報酬など／総
務費 選挙・企画・税・戸籍などの経費
／民生費 社会福祉・障害者・高齢者・
児童福祉などの経費／衛生費 環境対
策・保健事業などの経費／労働費 雇用
対策などの経費／農林水産業費 農業・
林業・水産業振興などの経費／商工費 
観光・商工業振興などの経費／土木費 
道路・河川・住宅整備・維持などの経
費／消防費 消防や火災予防の経費／
教育費 小中学校や公民館の経費／災
害復旧費 風雨や地震などの災害を直す
経費／公債費 借金返済の経費／諸支
出金 積立金や特別会計への繰出金など

用語の説明（歳出・性質別）

人件費 職員の給料や各種委員の報酬など／扶助費 法や条例などにより被
扶助者に物品などを提供する経費／公債費 借金返済の経費／物件費 旅
費・消耗品・委託料などの経費／維持補修費 公共施設を維持する経費／
補助費等 補助金や負担金など／積立金 基金の積立金など／貸付金 財団
法人への貸付金など／繰出金 特別会計への繰出金／普通建設事業費 道路
整備などの事業費／災害復旧事業費 災害を受けた施設を復旧した事業費

一般会計歳入　１６６億６２２万９千円　（前年比９．７％増）

用語の説明（歳入）

町税 町が課税し徴収す
る税金／使用料・手数
料ほか 公共施設の使
用料など／地方譲与税、
各種交付金、地方交付
税、国庫支出金、県支
出金 国や県からの仕送
り金など／町債 道路な
どを整備するための借
金／その他 町有地の貸
付料、寄付金、貯金か
らの繰入金、繰越金など

自主財源 町が自前で調
達できる財源。多いほど
自主性や安定性が確保
できる。
依存財源 国や県から交
付されたり割り当てられ
たりする収入や借金。

町税
 ２６億７，５９６万２千円（１６．１％）
使用料・手数料ほか
   ４億５，１０４万５千円（２．７％）
地方譲与税
   2 億５，５７７万円（１．５％）
各種交付金
   ３億８,３８７万６千円（２．３％）
地方交付税
 ７０億７，４０９万５千円（４２．６％）

その他
 １４億４９９万４千円（８．５％） 

町債
 １１億６，０８０万円（７．０％） 

県支出金
 １５億７３２万１千円（９．１％） 

国庫支出金
 １６億９，２３６万６千円（１０．２％） 

自主財源

 ４５億３，２００万１千円
　 （２７．３％）

依存財源

 １２０億７，４２２万８千円
　　　　　（７２．７％）
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平成２１年度 決算

一般会計歳出　１５６億５，７４５万７千円　（前年比１０．６％増）

議会費
   １億３４５万１千円（０．７％）
総務費
 ２３億２，１００万２千円（１４．８％）
民生費
 ２６億４，０６３万５千円（１６．９％）

衛生費
   ８億３２８万３千円（５．１％）
労働費
        ６２６万円（０．０％）
農林水産業費
 １２億７，５３５万１千円（８．１％）
商工費
   ２億２，３７２万５千円（１．４％） 

諸支出金
 ２１億４，２５１万６千円（１３．７％） 

公債費
 ３２億５，４３５万５千円（２０．８％） 

災害復旧費
 １億７２４万６千円（０．７％） 

教育費
 １１億６，６９４万４千円（７．５％） 

消防費
 ６億７７６万８千円（３．９％） 

土木費
 １０億４９２万１千円（６．４％） 

人件費
 ３０億４，７０２万円（１９．４％）

扶助費
 １３億７，６３１万３千円（８．８％）

公債費
 ３２億５，４３５万５千円（２０．８％）

災害復旧事業費
 １億７２４万６千円（０．７％） 

普通建設事業費
 １３億２，９６０万４千円（８．５％） 

繰出金
 ２０億７，７８２万７千円（１３．３％） 

貸付金
 １，２６０万円（０．１％） 

積立金
 ３億２，５４３万２千円（２．１％） 補

助費等
 ２２億１２６万円（１４．１％） 

維持補修費
 ４億５，２８２万１千円（２．９％） 

物件費
 １４億７，２９７万９千円（９．４％） 

目的別

性質別
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会 計 名 歳　入 歳　出 説　明

国民健康保険 ２２億７，１９６万２千円  ２２億２，１８７万８千円 国民健康保険税が歳入の約１９．２％
４億３，５７９万７千円

老人保健 ２，２２０万７千円 １，２９４万７千円 歳出の主なものは国県への償還金
　　　　　　　　　 ８２３万９千円

下水道事業 １５億２，７６４万３千円 １５億５４２万円 使用料や手数料の歳入
　　　　　　  １億５，６２８万７千円

農業集落排水事業 ４億６６３万１千円 ４億８２万円 使用料や手数料の歳入
５，６６９万４千円

介護保険 ２４億５３６万２千円 ２３億８，２７５万１千円 介護保険料の歳入
３億４，９２７万８千円

簡易水道事業 ５億５，０３９万円 ５億３，２６３万６千円 使用料や手数料の歳入
８，７６３万４千円

電気事業 ４，９８８万８千円 ４，６２０万３千円 使用料や手数料が歳入の約６９％
３，９１４万９千円

住宅団地等開発 １，００４万８千円 ２１万７千円 歳入のほとんどは繰越金
１，００１万１千円

芸北財産区 ３，６０６万円 ３，４１４万７千円 歳出の大部分は財産造成費
３，２０３万１千円

診療所 ２億８８９万３千円 ２億１０３万３千円 診療収入が歳入の約６２％
１億２，９０６万９千円

情報基盤整備事業 １５億８，５３３万４千円 １２億６，１５６万４千円 歳出の主なものは情報化施設整備費
９億８，３６３万円

後期高齢者医療 ２億５，２１４万３千円 ２億５，０８０万４千円 後期高齢者医療保険料の歳入
１億５，０６２万５千円

項　目 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 資金不足比率

説明 一般会計などの
赤字の比率

全会計の
赤字の比率

一部事務組合を
含めた公債費の
一般会計などの
負担額の比率

土地開発公社や
第三セクターを
含めた
負債額の比率

公営企業ごとの
資金不足額の
事業規模に
対する割合

家計にたとえると
家計収入に
対する
赤字の割合

家族全体の
家計収入に対する
赤字の割合

家計収入に
対する
ローン返済額の
割合

将来分を含む家
計収入に対する、
将来の家計負担
額の割合

農業など本業
以外の他事業の
規模に対する、
他事業の資金
不足の割合

早期健全化基準 １３．２７％ １８．２７％ ２５．０％ ３５０．０％ ２０．０％

財政再生基準 ２０．００％ ４０．００％ ３５．０％ － －

北広島町
平成２０年度決算 － － ２２．３％ １８３．６％ －

北広島町の評価 赤字比率なし 赤字比率なし 早期健全化
基準以下

早期健全化
基準以下

資金不足
比率なし

　地方公共団体の財政健全化に関する法律におい

て、平成 19 年度より毎年、決算に基づく健全化

判断比率や資金不足比率の公表が、市町村に義務

づけられています。数値が早期健全化基準を超え

ると、早期健全化団体となります。さらに財政再

生基準も超えると、財政再生団体となり、国など

の関与を受けて再生しなければならなくなります。

　北広島町の、21 年度決算における健全化判

断比率の算定結果は表のとおりで、いずれの数

値も、財政健全化計画の策定が必要となる早期

健全化基準を下回っています。今後も、基準を

超えることのないよう、財政の健全化を図って

いきます。

問　財政課財政係　０５０‐５８１２‐１８５９

平成２１年度 決算

特別会計決算　歳入９３億２，６５６万１千円  歳出８８億５，０４２万円

平成２１年度決算における健全化判断比率など
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　地方債の現在高　

会 計 名　 現 在 高

一般会計 181 億 9,343 万 9 千円

国民健康保険特別会計 0 円

老人保健特別会計 0 円

下水道事業特別会計 49 億 6,817 万 9 千円

農業集落排水事業特別会計 34 億 3 万 8 千円

介護保険特別会計 0 円

簡易水道事業特別会計 25 億 7,638 万 1 千円

電気事業特別会計 4 億 4,865 万 6 千円

住宅団地等開発特別会計 0 円

芸北財産区特別会計 0 円

診療所特別会計 129 万 8 千円

情報基盤整備事業特別会計 20 億 5,450 万 円

　　　　合　計 316 億 4,249 万 1 千円

　町有財産の状況　

区　分 土　地 建　物

本庁舎 本庁舎 2 万 8,036 ㎡ 1 万 2,987 ㎡

その他の 消防施設 6,704 ㎡ 3,096 ㎡

行政機関 その他施設 0 ㎡ 0 ㎡

公共用財産

学校 27 万 9,959 ㎡ 6 万 1,778 ㎡

公営住宅 4 万 7,964 ㎡ 1 万 5,226 ㎡

公園 35 万 1,798 ㎡ 1 万 6,061 ㎡

その他施設 138 万 7,087 ㎡ 7 万 4,154 ㎡

山林 山林 4,734 万 5,989 ㎡ 52 ㎡

その他 その他 139 万 3,301 ㎡ 3 万 2,183 ㎡

　　　　合　計 5,084 万 838 ㎡ 21 万 5,537 ㎡

　　会計別執行状況

会 計 名 現計予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一般会計 174 億 1,690 万　　円 87 億 5,326 万 3 千円 50.26 % 55 億 4,165 万 2 千円 31.82 %

国民健康保険特別会計 21 億 4,730 万 円 8 億 3,750 万 6 千円 39.00 % 9 億 3,150 万 7 千円 43.38 %

老人保健特別会計 999 万 円 927 万　　円 92.79 % 8 万 9 千円 0.89 %

下水道事業特別会計 8 億 3,757 万 5 千円 1 億 77 万 3 千円 12.03 % 2 億 8,523 万 4 千円 34.05 %

農業集落排水事業特別会計 3 億 7,650 万 円 2,791 万 5 千円 7.41 % 1 億 7,182 万 8 千円 45.64 %

介護保険特別会計 23 億 5,070 万 円 9 億 7,586 万 7 千円 41.51 % 10 億 121 万 2 千円 42.59 %

簡易水道事業特別会計 3 億 4,897 万　　円 7,293 万 4 千円 20.90 % 1 億 2,938 万 5 千円 37.08 %

電気事業特別会計 4,900 万 円 2,279 万 9 千円 46.53 % 2,210 万　　円 45.10 %

住宅団地等開発特別会計 1,300 万 円 1,301 万 2 千円 100.09 % 1,268 万 4 千円 97.57 %

芸北財産区特別会計 2,420 万 円 423 万　　円 17.48 % 259 万 8 千円 10.74 %

診療所特別会計 1 億 7,250 万 円 7,252 万 3 千円 42.04 % 6,894 万 7 千円 39.97 %

情報基盤整備事業特別会計 11 億 1,485 万　　円 3 億 3,915 万 9 千円 30.42 % 8,177 万 8 千円 7.34 %

後期高齢者医療特別会計 3 億 90 万 円 7,403 万 9 千円 24.61 % 1 億 1,374 万 5 千円 37.80 %

北広島町財政事情の公表
平成２２年度上半期

　基金の残高

基 金 名　 現 在 高

財政調整基金 6 億 9,188 万 8 千円

減債基金 2 億 168 万1千円

地域振興基金 ７億121万 5 千円

地域活性化推進基金 6,336 万８千円

し尿処理施設改修等基金 4,092 万６千円

消防用施設等整備事業基金 1,027 万 6 千円

芸北こもれびの森林オーナー制度事業基金 1,003 万　　円

スノースポーツ振興基金 505 万 4 千円

国民健康保険財政調整基金 １億 6,588 万1千円

介護給付費準備基金 １億 4,413 万 4 千円

簡易水道事業財政調整基金 95 万 7 千円

電気事業基金 ７万 3 千円

芸北財産区基金 2,284 万 3 千円

情報基盤整備事業基金 1,352 万 6 千円

高額医療基金 272 万1千円

用品調達基金 229 万 6 千円

ふるさと基金 100 万 5 千円

介護従事者処遇改善臨時特例基金 1,088 万　　円

　　　　合　計 20 億 8,875 万 4 千円

　平成 22 年度上半期（平成 22 年４月１日～９月30日）

の北広島町の財政状況についてお知らせします。

　９月30日現在の、各会計別の執行状況、地方債（町

の借金）の現在高、町有財産の状況は、表のとおりです。

なお、各会計ともに、一時借入金（支払資金の不足を補

うための借入金）はありません。

問　財政課財政係　０５０‐５８１２‐１８５９
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ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問　

総
務
課
人
事
係

　


０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

２
１
１
１

◎職員の採用及び退職状況

①職員の採用・退職状況
　（平成 21 年４月１日～平成 22 年３月 31 日）

採用 一般事務 2 人／保育１人
消防２人／医療４人 計９名

退職 定年６人／勧奨７人
普通５人 計 18 名

②部門別職員数（一般職）の状況
　（平成 22 年４月１日現在）

区分
部門

職員数 対前年度
増減数22 年度 21 年度

一般行政

議会
総務
税務
民生
衛生

農林水産
商工
土木

2 人
66 人
17 人
61 人
19 人
35 人
5 人

20 人

2 人
65 人
17 人
64 人
20 人
35 人
5 人

21 人

0 人
1 人
0 人

△ 3 人
△ 1 人

0 人
0 人

△１人

小計 225 人 229 人 △ 4 人

特別行政 教育
消防

23 人
55 人

23 人
55 人

0 人
0 人

小計 78 人 78 人 0 人

公営企業

病院
水道

下水道
その他

56 人
5 人
7 人

16 人

54 人
5 人
7 人

18 人

2 人
0 人
0 人

△ 2 人

小計 84 人 84 人 0 人

合計 387 人 391 人 △ 4 人

③一般行政職の級別職員数の状況
　（平成 22 年４月１日現在）

区分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級

計
標準
的な
職務
内容

主事 主事
主任

主任
主事

係長

主任

課長

主幹

課長
補佐

課長

主幹

職員数 5 人 1 人 73 人 79 人 48 人 12 人 218人

構成比 2.3％ 0.5％ 33.5％ 36.2％ 22.0％ 5.5％ 100％

◎職員給与費の状況

④職員給与費の状況（平成 22 年度普通会計予算）

職員数
（A）

給与費 1 人
当たり
給与費

（B/A）
給料 職員手当 期末・

勤勉手当
計

（B）

308 人
12 億

8,360 万
9 千円

2 億
6,200 万

0 千円

4 億
9,042 万

5 千円

20 億
3,603 万

4 千円

661 万
1 千円

㊟職員手当には退職手当、子ども手当は含みません。
　給与費は当初予算に補正予算を反映させた額です。

⑤職員の平均給料・給与、平均年齢の状況
　（平成 22 年４月１日現在）

区分
一般行政職 技能労務職

平均給
料月額

平均給
与月額

平均
年齢

平均給
料月額

平均給
与月額

平均
年齢

北広
島町

35万
4,625円

43万
5,935円

45歳
2月

34万
7,155円

37万
2,101円

52歳
11月

国 32万
5,579円

39万
5,666円

41歳
11月

28万
4,514円

32万
2,291円

49歳
4月

㊟国の平均給与月額は「通勤手当」、「時間外勤務手
当」などを含んでいません。

⑥職員の初任給の状況（平成 22 年４月１日現在）

区分 北広島町 国

一般行政職
大学卒 16万1,600円 17万2,200円

高校卒 14万100円 14万100円

⑦職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　（平成 22 年４月１日現在）

経験年数
区分

10 年以上
15 年未満

15 年以上
20 年未満

20 年以上
25 年未満

一般
行政職

大学卒 28万
2,360円

32万
292円

36万
5,344円

高校卒 － 28万
1,933円

33万
2,750円

⑧職員手当の状況（平成 21 年度）

区分 6 月期 12 月期 計

期末手当 1.25 月分 1.5 月分 2.75 月分

勤勉手当 0.7 月分 0.7 月分 1.4 月分

計 1.95 月分 2.2 月分 4.15 月分

㊟職制上の段階、職務の級などによる加算措置あり。

区分 支給率 自己都合 勧奨・定年

退職手当

勤続 20 年 23.5 月分 30.55 月分

勤続 25 年 33.5 月分 41.34 月分

勤続 35 年 47.5 月分 59.28 月分

最高限度額 59.28 月分 59.28 月分

⑨特別職の報酬などの状況（平成 21 年度）

区分 給料・報酬
期末手当

6 月期 12 月期 計

町長 73万円
1.45 月分 1.65 月分 3.1 月分

副町長 60万2千円

議長 29万3千円

1.45 月分 1.75 月分 3.2 月分副議長 24万6千円

議員 22万1千円
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９
月
補
正
予
算

■
９
月
補
正
の
概
要

　

９
月
14
日
か
ら
29
日
ま
で
議

会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
21
年
度

決
算
や
補
正
予
算
な
ど
が
審
査

さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
補
正

予
算
の
中
か
ら
い
く
つ
か
事
業

を
紹
介
し
ま
す
。

①
７
月
豪
雨
災
害
か
所
の
早
期

復
旧
工
事
（
建
設
課
）

②
子
育
て
支
援
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

開
設
事
業
（
福
祉
課
）

③
豊
平
地
域
小
中
一
貫
教
育
校

推
進
事
業
（
学
校
教
育
課
）

④
道
の
駅
舞
ロ
ー
ド
IC
千
代
田

第
Ⅱ
期
整
備
事
業
（
企
画
課
）

⑤
北
広
島
町
ス
キ
ー
場
活
性
化

事
業
（
企
画
課
）

⑥
生
物
多
様
性
保
全
活
動
支
援

事
業
（
生
涯
学
習
課
）

　

①
７
月
豪
雨
災
害
か
所
の
早
期

復
旧
工
事

８
億
３
６
９
０
万
円

　

災
害
復
旧
工
事
を
行
う
た
め

の
予
算
で
す
。
７
月
の
豪
雨
に

よ
り
北
広
島
町
は
多
大
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
早
期
の
復
旧

を
目
指
し
、
担
当
部
署
の
人
員

を
増
員
す
る
な
ど
の
対
応
を
し

て
い
ま
す
。
少
し
で
も
早
く
の

災
害
復
旧
を
目
指
し
、
今
後
も

工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

②
子
育
て
支
援
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

開
設
事
業

６
７
７
万
円

　

役
場
は
も
と
よ
り
、
学
校
・

保
育
所
、
子
ど
も
に
関
係
す
る

団
体
か
ら
の
子
育
て
に
役
立
つ

情
報
を
発
信
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
す
る
事
業
で
す
。

　

ま
た
、
情
報
を
発
信
す
る
だ

け
で
は
な
く
母
親
同
士
や
仲
間

同
士
で
双
方
向
に
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
事
業
は
国
の
子
育
て

創
生
事
業
（
全
額
補
助
）
を
受

け
て
行
い
、
以
後
の
維
持
費
も

次
世
代
育
成
支
援
対
策
交
付
金

（
半
額
補
助
）
を
活
用
し
ま
す
。

③
豊
平
地
域
小
中
一
貫
教
育
校

推
進
事
業

７
１
万
円

　

小
中
一
貫
教
育
校
構
想
を
作

成
す
る
事
業
で
す
。

　

北
広
島
町
で
は
、
き
た
ひ
ろ

し
ま
・
夢
・
ま
な
び
プ
ラ
ン
を

作
成
し
、
教
育
環
境
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

そ
の
一
環
と
し
て
小
中
一
貫
教

育
の
構
想
計
画
を
作
成
し
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
住
民
に
広

く
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

④
道
の
駅
舞
ロ
ー
ド
IC
千
代
田

第
Ⅱ
期
整
備
事
業

３
２
１
万
円

　

道
の
駅
舞
ロ
ー
ド
IC
千
代
田

の
施
設
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
活
性
化
計
画
を
策
定
し
ま

す
。

　

道
の
駅
が
今
ま
で
以
上
に
農

業
の
拠
点
と
な
れ
る
か
、
よ
り

多
く
の
お
客
様
を
呼
び
込
む
た

め
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
を
考

え
、
活
性
化
計
画
と
し
て
ま
と

め
ま
す
。

　

ま
た
、
活
性
化
計
画
の
作
成

段
階
か
ら
参
加
し
、
計
画
を
実

施
し
て
い
く
責
任
者
と
し
て
、

道
の
駅
駅
長
を
全
国
公
募
し
ま

す
。

⑤
北
広
島
町
ス
キ
ー
場
活
性
化

事
業

　

１
１
５
５
万
円

　

ス
キ
ー
場
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行

い
、
集
客
の
強
化
に
よ
る
交
流

の
促
進
と
地
域
の
活
性
化
を
目

指
す
事
業
で
す
。

　

北
広
島
町
の
ス
キ
ー
場
は
、

年
々
ス
キ
ー
客
な
ど
の
減
少
が

続
い
て
お
り
、
地
域
経
済
に
も

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。こ
の
危
機
を
脱
す
る
た
め
、

町
内
の
６
つ
の
ス
キ
ー
場
が
共

通
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま

す
。
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど

の
作
成
・
配
布
や
ア
ン
ケ
ー
ト

実
施
、
他
言
語
化
の
調
査
研
究

を
行
い
、
海
外
を
含
め
た
集
客

強
化
の
方
策
を
考
え
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
雇
用
対
策
と
含
め
て

危
険
行
為
パ
ト
ロ
ー
ル
・
安
全

点
検
の
た
め
の
人
員
を
増
強
し

ま
す
。

　

な
お
、
事
業
は
広
島
県
緊
急

雇
用
対
策
基
金
（
全
額
補
助
）

を
受
け
て
行
い
ま
す
。

⑥
生
物
多
様
性
保
全
活
動
支
援

事
業

３
９
２
万
円

　

生
物
多
様
性
き
た
ひ
ろ
戦
略

の
作
成
を
行
う
事
業
で
す
。

　

先
日
、
名
古
屋
で
世
界
各
国

か
ら
人
が
集
ま
り
生
物
多
様
性

に
つ
い
て
話
し
合
う
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10

が
開
催
さ
れ
た
よ
う
に
、
生
物

の
多
様
な
生
息
環
境
を
守
る
こ

と
は
近
年
重
要
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
北
広
島
町
に
は
豊
富
な
自

然
環
境
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
自

然
環
境
を
守
り
、
活
用
し
て
い

く
た
め
の
指
針
・
行
動
計
画
を

作
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

専
門
家
に
よ
る
現
地
調
査
や

専
門
家
・
関
係
者
を
集
め
て
の

審
議
会
の
開
催
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
や
現
地
学
習
会
を
行

い
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
は
地
域
生
物
多

様
性
保
全
活
動
支
援
事
業
（
全

額
補
助
）を
受
け
て
行
い
ま
す
。

７
月
豪
雨
災
害
に
対
す
る
復
旧
工
事
な
ど
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■
「
基
礎
・
基
本
」
定
着
状
況

調
査

　

こ
の
調
査
は
、
子
ど
も
達
の

そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
に
お
け
る
学

力
の
定
着
と
学
習
意
欲
や
学

習
・
生
活
習
慣
な
ど
の
状
況
を

把
握
す
る
も
の
で
す
。そ
し
て
、

子
ど
も
達
に
確
か
な
学
力
の
定

着
と
、
そ
の
た
め
の
基
本
的
生

活
習
慣
の
確
立
を
目
指
し
、
学

校
教
育
活
動
の
改
善
・
充
実
に

活
か
し
て
い
く
た
め
に
実
施
す

る
も
の
で
す
。

　

北
広
島
町
教
育
委
員
会
は
、

子
ど
も
達
に
確
か
な
学
力
を
身

に
付
け
さ
せ
、
豊
か
な
心
を
育

み
、「
生
き
る
力
」
を
培
う
た

め
の
取
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
北
広
島
町
の
子
ど
も
達
の

状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
今

後
と
も
、
子
ど
も
達
の
健
や
か

な
成
長
に
対
し
て
、
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
各
教
科
の
調
査
結
果

　

小
学
校
の
国
語
・
算
数
の
基

礎
的
・
基
本
的
な
学
習
内
容
の

定
着
に
つ
い
て
は
、算
数
の
「
図

形
」は
平
均
通
過
率
が
75
・
２
％

で
お
お
む
ね
定
着
し
て
お
り
、

そ
れ
以
外
の
教
科
・
領
域
に
つ

い
て
は
、80
％
を
超
え
て
お
り
、

か
な
り
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
の
国
語
・
数
学
・
英

語
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
学
習

内
容
の
定
着
に
つ
い
て
は
、
数

学
の
「
資
料
の
活
用
」
の
定
着

が
平
均
通
過
率
51
・
２
％
と
不

十
分
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
教

科
・
領
域
に
つ
い
て
は
、
60
％

生きる力あふれる
北広島の子を育てるために

◇平成２２年度「基礎・基本」定着状況調査◇

を
超
え
て
お
り
、
お
お
む
ね
定

着
し
て
い
ま
す
。

　

北
広
島
町
の
子
ど
も
た
ち
の

各
教
科
・
領
域
に
お
け
る
基
礎

的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の

定
着
に
つ
い
て
は
、
次
の
グ
ラ

フ
の
と
お
り
、
お
お
む
ね
定
着

し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
昨
年

度
ま
で
課
題
で
あ
っ
た
領
域
・

※通過率 … 通過率とは正答した児童生徒の割合

設
問
に
つ
い
て
も
克
服
が
図
ら

れ
て
き
て
お
り
、
成
果
が
表
れ

て
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
均
通
過
率
が

60
％
未
満
の
領
域
や
設
問
も
あ

り
、
今
後
さ
ら
に
充
実
し
た
取

組
み
が
必
要
で
す
。

平成 22 年度

「基礎・基本」定着状況調査

実施日

　平成 22 年６月８日（火）

実施対象

　広島県内の小学校５年生と

　　　　　　中学校２年生

問　教育委員会学校教育課

　０５０‐５８１２‐１８６３

（％） （％）

（％） （％）

（％）
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の
習
慣
化
が
図
ら
れ
て
き
て
い

ま
す
。継
続
し
た
指
導
に
よ
り
、

さ
ら
に
そ
の
定
着
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
自
尊
感
情

自
分
に
は
、
よ
い
と
こ
ろ
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
子
ど

も
の
割
合

　

自
分
に
は
よ
い
と
こ
ろ
が
と

あ
る
と
考
え
て
い
る
子
ど
も
の

割
合
は
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
取
組
み
に
よ
り
、
自
己
存

在
感
、
自
尊
感
情
が
高
ま
っ
て

き
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
し
か

し
、
県
平
均
よ
り
は
下
回
っ
て

お
り
、引
き
続
き
学
校
や
家
庭
・

地
域
に
お
け
る
自
尊
感
情
を
高

め
る
取
組
み
や
か
か
わ
り
が
必

要
で
す
。

◇
調
査
の
結
果
か
ら

　

北
広
島
町
の
子
ど
も
達
の
基

本
的
生
活
習
慣
に
つ
い
て
は
、

お
お
む
ね
定
着
し
て
お
り
、
規

則
正
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
る

と
言
え
ま
す
。
「
地
域
等
の
行

事
に
参
加
す
る
」
な
ど
の
質
問

で
は
、
肯
定
的
な
評
価
を
す
る

子
ど
も
が
増
え
て
お
り
、
「
子

ど
も
達
が
地
域
の
中
で
育
っ
て

い
る
」
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま

す
。

　

し
か
し
、
テ
レ
ビ
の
視
聴
時

間
等
、
継
続
し
て
取
組
み
が
必

要
で
あ
る
項
目
も
あ
り
、
引
き

続
き
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
が

一
層
連
携
し
な
が
ら
、
北
広
島

の
将
来
を
担
う
「
生
き
る
力
」

あ
ふ
れ
る
〝
北
広
島
の
子
〟
を

育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
生
活
と
学
習
に
関
す
る
意

識
・
実
態
の
状
況

○
基
本
的
生
活
習
慣 

平
日
テ
レ
ビ
等
を
３
時
間

以
上
視
聴
す
る
子
ど
も
の

割
合

　

テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
の
視
聴
に

つ
い
て
は
平
日
３
時
間
以
上
視

聴
し
て
い
る
割
合
が
、小
学
校
・

中
学
校
と
も
、
昨
年
度
よ
り
減

少
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
取
組

み
に
よ
り
、
改
善
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
依
然

と
し
て
、
県
の
平
均
よ
り
は
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
や

ゲ
ー
ム
の
視
聴
時
間
に
つ
い

て
、保
護
者
と
連
携
し
な
が
ら
、

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
　○

家
庭
学
習

学
校
の
授
業
の
予
習
を
す

る
子
ど
も
の
割
合

　

家
庭
学
習
の
中
で
、
学
校
の

授
業
の
予
習
を
し
て
い
る
子
ど

も
の
割
合
は
、
昨
年
度
よ
り
も

増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。
特
に

中
学
校
で
は
大
き
く
伸
び
て
き

て
い
ま
す
。
自
分
で
計
画
を
立

て
て
勉
強
す
る
子
ど
も
の
割
合

も
増
加
し
て
お
り
、
家
庭
学
習

平日 ,1日に3 時間以上テレビを見る・ゲームをする

学校の授業の予習をする

自分にはよいところがある

（％）

（％）

（％）
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自
画
像
展
入
賞
者
が
東
京
へ

第
４
回
北
広
島
町
児
童
生
徒
自
画
像
展

　

靉
光
生
誕
百
年
を
記
念
し
始
め
た

「
北
広
島
町
児
童
生
徒
自
画
像
展
」
も

今
年
で
４
回
を
数
え
、
優
秀
賞
以
上
の

入
賞
者
を
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
へ

招
待
し
て
い
ま
す
。
東
京
国
立
近
代
美

術
館
は
、
靉
光
の
代
表
作
品
「
眼
の
あ

る
風
景
」「
自
画
像
（
白
衣
の
自
画
像
）」

な
ど
７
点
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
平

成
19
年
に
は
、
生
誕
百
年
靉
光
展
を
開

催
さ
れ
る
な
ど
近
代
絵
画
の
作
家
の
研

究
・
企
画
展
を
行
っ
て
い
る
最
先
端
の

美
術
館
で
す
。

  

今
年
度
は
、
入
賞
者
８
名
を
10
月
10

日
～
11
日
の
２
日
間
東
京
国
立
近
代
美

術
館
へ
招
待
し
ま
し
た
。
主
任
研
究
員

表彰式で賞状を受け取る大賞の白さん

東京国立近代美術館で本物の靉光の自画像を鑑賞。大谷主任研究員から説明を受ける。
（この写真は特別に許可をいただいて撮影しました）

の
大
谷
さ
ん
自
ら
靉
光
の
自
画
像
の
前

で
、
子
ど
も
た
ち
に
説
明
を
し
て
い
た

だ
き
、
ま
た
、
入
賞
者
の
自
画
像
作
品

を
見
ら
れ
て
、
素
晴
ら
し
い
作
品
と
の

評
価
を
し
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち

も
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
今
回
の
東

京
招
待
旅
行
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
大
き
な
収
穫
を
得
る
体
験
の
場
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
に
二
人
の

感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。
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心
の
こ
も
っ
た
絵
を

か
い
て
み
た
い

東
京
旅
行

本
地
小
学
校
３
年　

岩
崎　

佑
亮

　

初
め
て
の
東
京
旅
行
で
、
ひ
こ
う
き

に
の
っ
て
、
上
に
上
が
る
時
と
、
下
に

下
り
る
時
が
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
こ
わ
く
ド

キ
ド
キ
し
ま
し
た
。
で
も
き
ょ
う
だ
い

の
中
で
、
ぼ
く
だ
け
ひ
こ
う
き
に
乗
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

　

ひ
こ
う
き
を
お
り
て
、
次
に
電
車
に

乗
っ
て
、
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
人
が

多
い
事
で
し
た
。
ま
い
ご
に
な
ら
な
い

よ
う
三
や
け
さ
ん
た
ち
に
つ
い
て
行
こ

う
と
思
い
ま
し
た
。

　

ホ
テ
ル
に
着
い
て
、
カ
バ
ン
を
置
い

て
、
昼
ご
は
ん
を
た
べ
ま
し
た
。
新
し

い
友
だ
ち
と
、
話
を
し
な
が
ら
の
食
事

で
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

次
に
、あ
い
光
の
絵
が
あ
る
、美
じ
ゅ

つ
館
へ
行
き
ま
し
た
。
大
谷
さ
ん
と
い

う
人
に
、
あ
い
光
の
こ
と
を
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
な
か
で
も
あ
い
光
の
よ

う
に
絵
が
上
手
な
人
で
も
せ
ん
そ
う
で

死
ん
だ
と
聞
い
て
、
せ
ん
そ
う
は
、
悪

い
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
い

光
の
絵
を
見
て
、
感
じ
た
事
は
、
な
ぜ

な
な
め
上
を
見
て
い
る
自
画
ぞ
う
を
か

い
て
い
る
の
か
な
と
い
う
こ
と
で
す
。

ぼ
く
た
ち
が
、
自
画
ぞ
う
を
か
い
た
時

は
、
か
が
み
を
見
な
が
ら
か
い
た
の
で
、

な
な
め
上
を
見
た
自
画
ぞ
う
を
か
く
の

は
、
で
き
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
の
画
家
の
作
品
を
見
て
感
じ
た
事

は
、
全
部
気
持
ち
を
こ
め
て
か
か
れ
た

上
手
な
絵
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
ぼ
く

も
心
の
こ
も
っ
た
絵
を
か
い
て
み
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

ホ
テ
ル
に
帰
っ
て
四
年
の
佐
々
木
は

る
た
か
く
ん
と
同
じ
部
屋
で
ね
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
話
が
で
き
て
べ
ん
強

に
な
り
ま
し
た
。

　

次
の
日
、
東
京
タ
ワ
ー
に
行
き
ま
し

た
。
今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
た
て
物

だ
っ
た
の
で
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
東

京
タ
ワ
ー
の
上
に
上
が
っ
て
見
た
ふ
じ

山
と
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
、
今
も

わ
す
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
東
京
旅
行
で
、
新
し
い
友
だ

ち
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
お
せ
わ
に
な
っ
た

方
と
、
出
会
え
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

靉
光
の
ほ
ん
も
の
の
自
画
像
を

見
て
迫
力
を
感
じ
ま
し
た

東
京
旅
行

大
朝
中
学
校　

三
年　

曽
利　

僚

　

僕
は
、
今
回
の
東
京
旅
行
に
行
っ
て

み
て
、
全
て
が
良
い
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。
中
で
も
国
立
近
代
美
術
館
で
、

靉
光
の
自
画
像
の
本
物
を
実
際
に
見
て

み
て
、
レ
プ
リ
カ
で
は
表
し
き
れ
な
い

迫
力
や
、
大
谷
さ
ん
の
説
明
が
あ
っ
た

お
か
げ
で
少
し
あ
の
絵
に
込
め
ら
れ
た

意
味
を
理
解
で
き
た
気
が
し
ま
す
。
し

か
し
、
靉
光
の
「
眼
の
あ
る
風
景
」
が

京
都
に
い
っ
て
い
て
、
本
物
が
見
れ
な

く
て
残
念
で
し
た
。

　

他
に
も
国
立
近
代
美
術
館
で
は
、
上

村
松
園
展
を
や
っ
て
い
て
、
人
が
多
す

ぎ
て
流
す
く
ら
い
に
し
か
見
れ
な
か
っ

た
け
ど
、
絵
の
中
の
人
が
ま
る
で
本
物

の
人
の
よ
う
な
肌
で
、
こ
れ
が
質
感
な

ん
だ
と
実
感
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

次
に
行
っ
た
国
立
博
物
館
で
は
、
初

め
て
恐
竜
の
骨
を
見
ま
し
た
。
恐
竜
が

こ
こ
ま
で
大
き
い
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し

た
。
そ
れ
に
、
古
い
望
遠
鏡
や
戦
闘
機
、

本
物
の
衛
星
な
ど
、
普
段
見
る
こ
と
の

出
来
な
い
も
の
を
見
れ
て
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
忘
れ
て
は
い
け
な
い
出
来
事

が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
飛
行
機
に
乗
っ
た
時
の

こ
と
で
す
。
皆
は
、
着
陸
し
た
時
に
耳

が
痛
い
と
言
っ
て
い
た
け
ど
、
僕
は
い

た
く
な
か
っ
た
の
で
何
の
事
か
解
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
思
い
あ
た
る
こ
と
と
い

え
ば
、
好
き
な
音
楽
を
イ
ヤ
ホ
ン
で
よ

く
聴
く
の
で
大
き
な
音
に
慣
れ
て
い
る

せ
い
か
な
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、（
ド
ラ
え
も
ん
と
同
じ
）

九
月
三
日
が
お
誕
生
日
の
人
が
い
た
こ

と
で
す
。
さ
ら
に
そ
の
人
の
妹
は
、
ド

ラ
ミ
ち
ゃ
ん
と
同
じ
一
二
月
二
日
が
誕

生
日
と
、
奇
跡
の
ド
ラ
え
も
ん
兄
妹
だ

と
言
う
こ
と
に
と
て
も
ビ
ッ
ク
リ
し
ま

し
た
。

　

こ
ん
な
楽
し
い
東
京
旅
行
に
行
け
て

と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
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収 

集 

日

ご
み
持
込

ご
み
収
集

し
尿
収
集

12
月
23
日
（
祝
）

×

×

×

12
月
24
日
（
金
）

○

○

○

12
月
25
日
（
土
）

×

×

×

12
月
26
日
（
日
）

×

×

×

12
月
27
日
（
月
）

○

○

○

12
月
28
日
（
火
）

○

○

○

12
月
29
日
（
水
）

×

×

×

12
月
30
日
（
木
）

○

○

×

12
月
31
日
（
金
）

×

×

×

１
月
１
日
（
祝
）

×

×

×

１
月
２
日
（
日
）

×

×

×

１
月
３
日
（
月
）

×

×

×

１
月
４
日
（
火
）

○

○

○

１
月
５
日
（
水
）

○

○

○

１
月
６
日
（
木
）

○

○

○

収 

集 

日

ご
み
持
込

ご
み
収
集

し
尿
収
集

12
月
23
日
（
祝
）

○

○

×

12
月
24
日
（
金
）

○

○

○

12
月
25
日
（
土
）

×

×

×

12
月
26
日
（
日
）

×

×

×

12
月
27
日
（
月
）

○

○

○

12
月
28
日
（
火
）

○

○

○

12
月
29
日
（
水
）

○

○

○

12
月
30
日
（
木
）

○

○

×

12
月
31
日
（
金
）

○　

（
午
前
の
み
）

○

×

１
月
１
日
（
祝
）

×

×

×

１
月
２
日
（
日
）

×

×

×

１
月
３
日
（
月
）

×

×

×

１
月
４
日
（
火
）

○

○

×

１
月
５
日
（
水
）

○

○

×

１
月
６
日
（
木
）

○

○

○

大朝・千代田・豊平 地域

芸北 地域

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

平
成
22
年
の
年
末
か
ら
、
平

成
23
年
の
年
始
に
か
け
て
の
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
巡
回
収

集
や
、
収
集
セ
ン
タ
ー
へ
の

ご
み
持
込
受
付
に
つ
い
て
の

日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

町
民
課
環
境
管
理
室

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
３

　

セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み
持
ち
込
み
や
、
し
尿
の
収
集
依
頼
に
つ
い
て
は
、
年
末
は
特
に
混

み
合
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。
大
朝
・
千
代
田
豊
平
地
域
の
し
尿
収
集

の
電
話
受
付
は
22
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ごみ持込受付　芸北広域きれいセンター（北広島町川井1080-18）
　　9：00 ～ 12：00，13：00 ～ 16：00
ごみ収集：芸北広域環境施設組合　　し尿収集：千代田衛生興業㈲

ごみ持込受付　ポックルくろだおクリーンセンター（安芸太田町穴1497-1）
　　　　　　　　9：00 ～ 12：00，13：00 ～ 16：30
ごみ収集・し尿収集　山県郡西部衛生組合

「
き
れ
い
セ
ン
タ
ー
」
日
曜
開
場

　

12
月
５
日
の
日
曜
日
は
、
平
日
同
様
に
ご
み
の
持
ち
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

問



税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

相
続
又
は
贈
与
等
に
係
る
生
命
保
険
契

約
や
損
害
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
年
金

の
税
務
上
の
取
扱
い
の
変
更

　

こ
の
度
、
遺
族
の
方
が
年
金
と
し
て

受
給
す
る
生
命
保
険
金
の
う
ち
、
相
続

税
の
課
税
対
象
と
な
っ
た
部
分
に
つ
い

て
は
、
所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
ら
な

い
と
す
る
最
高
裁
判
所
の
判
決
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
年
金

に
係
る
税
務
上
の
取
扱
い
を
改
め
る
こ

と
と
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

  

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
17
年
分
か
ら
平

成
21
年
分
ま
で
の
各
年
分
に
つ
い
て
所

得
税
が
納
め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
納
め
す
ぎ
と

な
っ
て
い
る
所
得
税
を
還
付
し
ま
す
。

　

お
手
数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
必
要

な
お
手
続
き
（
更
正
の
請
求
又
は
確
定

申
告
な
ど
）
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
取
扱
い
の
変
更
の
対
象
と
な
る

方
や
所
得
税
の
還
付
の
お
手
続
き
に

つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w

w
.n

ta
.g

o
.jp

）
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
平
成
17
年
分
に
つ
い
て
早
い
方
で
は

平
成
22
年
12
月
末
が
還
付
で
き
る

期
限
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
の

お
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
受
け
取
ら
れ
た
年
金
の
受
給
権
が
相

続
税
や
贈
与
税
の
課
税
対
象
と
な
る

場
合
は
、
実
際
に
相
続
税
や
贈
与
税

の
納
税
額
が
生
じ
な
か
っ
た
方
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

問　

広
島
北
税
務
署

　


０
８
２ - 

８
１
４ - 

２
１
１
１

平
成
23
年
度
償
却
資
産
の
申
告

償
却
資
産
（
事
業
用
資
産
）
は
、
固
定

資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方
は
、
毎
年

１
月
１
日
（
賦
課
期
日
）
現
在
所
有

し
て
い
る
償
却
資
産
に
つ
い
て
１
月

31
日
ま
で
に
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
地
方
税
法
第

３
８
３
条
）

○
申
告
し
て
い
た
だ
く
方

　

平
成
23
年
度
償
却
資
産
申
告
書
等
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
方
は
、
平
成
23
年

１
月
１
日
現
在
、
北
広
島
町
内
に
事
業

用
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
償
却
資

産
を
所
有
し
て
い
る
方
で
す
。

　

資
産
の
増
減
が
な
い
場
合
も
、
そ
の

旨
を
記
載
し
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

事
業
を
廃
止
等
（
休
業
、
廃
業
、
合

併
等
）
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
申
告
書

の
備
考
欄
に
そ
の
旨
を
記
載
し
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

○
申
告
の
方
法

　

償
却
資
産
課
税
台
帳
へ
登
録
の
あ
る

方
、
ま
た
は
新
規
開
業
等
を
さ
れ
た
方

へ
『
平
成
23
年
度
償
却
資
産
申
告
書
』

を
12
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。
同
封
し

て
あ
る
償
却
資
産
申
告
書
の
手
引
き
を

参
照
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
書
が
届
か
な
い
な
ど
ご
不
明
な

点
が
あ
れ
ば
、
税
務
課
資
産
係
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限

　

平
成
23
年
１
月
31
日
（
月
）　

申
告
書
の
提
出
先

　

北
広
島
町
役
場
税
務
課
ま
た
は
各
支

所
自
治
振
興
課
の
窓
口
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
申
告
書
を
郵
送
さ
れ
る
場
合
で
控
え

の
返
送
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず

返
信
用
封
筒
（
切
手
貼
付
・
宛
先
記

入
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

税
務
課
資
産
係

　


０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

１
８
５
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
末
調
整
・
確
定
申
告

ま
で
大
切
に
保
管
を
！

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及
び

住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ

の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

　

平
成
22
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
に
日

本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
証

書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

来
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社

会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た

控
除
証
明
書
を
添
付
の
う
え
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

問　

町
民
課
国
保
年
金
係

　


０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

１
８
５
４
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竹下町長と横田正明さん

旭日単光章　河野政三さん

長年の議員活動に対して

　元芸北町議会議員河野政三さんが、高齢者叙

勲を受章されました。

　河野さんは、昭和22年から昭和26年、昭和

52年から昭和60年まで通算12年にわたり、議

員活動を続けられました。芸北町議会文教厚生

常任委員会委員長、芸北町議会後継者対策特別

委員会委員長等を歴任し、教育、文化の向上な

ど多大の貢献をされました。

竹下町長と河野政三さん、息子の政邦さん

旭日単光章　横田正明さん

長年の議員活動に対して

　元千代田町議会議員横田正明さんが、高齢者

叙勲を受章されました。

　横田さんは、昭和53年から平成２年までの３期

12年にわたり、議員活動を続けられました。千代

田町議会産業常任委員会副委員長、千代田町議

会建設厚生常任委員会副委員長等を歴任し、農

業の振興などに尽力され、地域の発展に多大な貢

献をされました。

旭日単光章　故齋藤巖さん

長年の議員活動に対して

　元芸北町議会議員故齋藤巖さんが、特別叙勲

を受章されました。

　齋藤さんは、平成５年から平成17年までの

３期12年にわたり、議員活動を続けられまし

た。芸北町議会産業建設委員会委員長、芸北町

議会広域行政調査特別委員会委員長等を歴任

し、地域の発展のために尽力され、北広島町の

発足に多大な貢献をされました。

　町長からご家族の方へ伝達しました。

竹下町長と受章者の息子の寛さん

八幡地区電灯LED化

地域内防犯灯のＬＥＤ化の取り組み

　八幡振興会は、地区全域１２２灯の防犯灯の

LED転換に取組みました。これまでの蛍光灯タ

イプの防犯灯は，平均寿命が短く交換が間に合

わず、球切れ状態によくなっており、地域の中で

も大きな課題となっていました。この度、町の防

犯灯設置費補助制度を活用し、LEDタイプのも

のに転換を行いました。今後は、球切れ状態が

少なくなり、地域内を常時明るく照らす事により、

地域内の防犯対策の向上が大いに期待されます。

LED 照明に変更された街灯
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町長から総理大臣の賞状と記念品を受け取る田村賢一さん

100歳到達者へ祝状と記念品

町内長寿者 15 人へ

　今年度、町内の15人の方に内閣総理大臣から百

歳の祝状と記念品及び町から敬老金が贈られまし

た。おめでとうございます。

100歳到達者（敬称略）：竹下チエノ（海応寺）川口

ハルミ（蔵迫）金崎ハナミ（蔵迫）井上文惠（壬生）

平田富五郎（阿坂）日野田オリエ（後有田）田中彌重（本

地）小椿セキノ（大朝）伊藤五人（岩戸）橋渡節（筏

津）齊藤スエミ（大朝）田村賢一（大塚）佐古セキ

ノ（筏津）中田幹枝（やまゆり）荻本キヨ子（都志見）

ライオンズクラブ奉仕活動

道の駅とよひらどんぐり村を清掃

　10月27日、北広島千代田ライオンズクラブ・

豊平ライオンズクラブ・大朝ライオンズクラブの

合同奉仕活動として、道の駅とよひらどんぐり村

の清掃活動が行われました。広い道の駅の敷地

内で側溝の掃除や草刈りなどみんなで協力して

行った結果、すっかりきれいになりました。施設

の管理者である勘坂代表は、「見違えるほどきれ

いになって大変ありがたい。今後も町民に愛され

る施設としてがんばりたい」と感謝を語りました。

道の駅の敷地内をくまなく清掃するライオンズクラブ員

まめマメポスター

はみがきは１本１本ていねいに

　まめマメポスター優秀作品の受賞者本地小学

校４年生の宇田育生さんです。「自分自身が小さ

いころ虫歯になり、それから１本１本ていねいに

歯みがきをするように心がけるようになったの

で、今回のテーマを選びました。工夫した点は、

歯が、１本１本ていねいに歯みがきをしてもらい、

喜んでいる表情を描いたところです。」

　これからも虫歯をよせつけず健康な歯でいてく

ださい。他の入賞者は19ページをご覧ください。

優秀作品を掲げる宇田育生さん

ひろしまフードフェスティバル2010

食の祭典に北広島から多数出店

　10月30・31日に広島城周辺で毎年恒例のフ

ードフェスティバルが開催されました。北広島

からは芸北ドルチェやまいてんしんなど多数出

展し、訪れたお客さんの好評を得ていました。

新そばの季節となった手打ちそばには大勢の方

が並び、新そばの香りと味を楽しみました。出

店しているそば保存会も11月20・21日に開催

されるそばまつりに向かって手応えを感じたよ

うです。

来場者の目の前で行われるそば打ち
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祭
り
の

 

季
節
だ

　

町
内
各
地
で
秋
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
前
ま
で
あ
れ
だ

け
暑
か
っ
た
の
に
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
寒
空
や
冷
た
い
秋
の
雨
な

ど
の
悪
天
候
に
悩
ま
さ
れ
た
か
と
思
え
ば
、ぽ
か
ぽ
か
陽
気
の
絶
好

の
祭
り
日
和
だ
っ
た
り
と
、天
気
に
振
り
回
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

み
な
さ
ん
は
ど
の
お
祭
り
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
か
？

☆掲載しているイベント
　町民大運動会
　舞ロードフェスタ秋の舞
　食の浪漫紀行どんぐり秋の陣
　西中国子ども神楽大会
　吉川戦国まつり
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この事業に関する
お問合せ・ご質問 082‒ 264‒2095ブラウニー株式会社

広島県緊急雇用対策基金事業 受託事業者

「お届けします」「駆けつけます」
で暮らしをサポート

お届け
サービス

お買物代行
サービス

お手伝い
サービス

弁当宅配
サービス 集荷・配送サービス

ロッカーを使用した

広告

０５０－５８１２－７４４７

問　きたひろネットセンター

　　きたひろネット取材中！

加入者間無料電話（ＩＰ電話）

　きたひろネット加入者間でＩＰ電話どおしの通話料は無料（表１- １）です。また、ＩＰ電話から

固定電話（ＮＴＴなど）や携帯電話への通話も有料ですが、可能です（表１参照）。なお、国内の固

定電話に通話された場合は、請求明細に国内通話料金と表示されます。

　通話先がきたひろネット加入者以外でも、表２の番号の方への通話料金は無料となります。

○表１きたひろネット加入者が電話をかけた場合の料金　　　　 　表２無料でかけることができる番号

電話先 料金（税込み）

１
きたひろネット加入者
ＩＰ電話（050 - 5812 - ××××）
および表２の電話番号

無料

２ 一般固定電話
および有料ＩＰ電話（050） ８.4 円 / ３分

３ 携帯電話 16.695 円 / １分

４ ＰＨＳ電話 12.6 円 / １分＋ 10.5 円
/ １通話

５ 国際電話 提携国際電話回線業者
の定める料金（非課税）

北広島町内の話題はきたひろネットで！
地域の話題の情報提供をお待ちしています

050 - 5500 - ××××

　　～ 050 - 5539 - ××××

050 - 5800 - ××××

　　～ 050 - 5840 - ××××

050 - 8000 - ××××

　　～ 050 - 8038 - ××××

「新鮮５」「月いちワイドきたひろ」

「新鮮５」「月いちワイドきたひろ」は、デジタル 11 チャンネルでご覧いただけます。「新鮮５」は、町の話題、イベントや行政等の

お知らせを毎週月曜日から金曜日の午後６時に毎日更新して１時間ごとに繰り返し放送しています。「月いちワイドきたひろ」は町内

の人、場所、交流にスポットをあてて月に１回更新し 30 分番組として毎週土曜日18：00 ～月曜日17：30 まで放送しています。
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Fi
re

fig
hting spirits

防
災
最
前
線

北広島町消防本部
 0826-72-0119
IP050-5812-1119

住
宅
用
火
災
警
報
器

平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に
設
置
が
必
要
で
す

大
切
な
家
族
や
財
産
を
守
る
た
め
、
早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
！

こんな症状の時は救急車を呼びましょう！

脳
卒
中
の
兆
候

　

冬
に
な
っ
て
増
え
る
疾
患
の
一
つ
に

脳
卒
中
が
あ
り
ま
す
。
下
の
イ
ラ
ス
ト

の
よ
う
な
症
状
が
突
然
現
れ
た
場
合

は
、
す
み
や
か
に
専
門
医
に
か
か
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
人
に
自
覚
症
状
が
な
い
場
合
も
あ

る
た
め
、
家
族
な
ど
周
囲
の
人
が
異
常

に
気
づ
く
事
が
重
要
で
す
。
治
療
開
始

ま
で
の
時
間
が
短
け
れ
ば
、
後
遺
症
が

残
ら
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

救
急
車
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

救急隊から

お願い
脳卒中の疑いがある場合、次の情報が必要です

■発症した時刻
■最後に見た異常がなかった時刻

寒
い
時
季
は
注
意
が
必
要

PSLS コースガイドブック（へるす出版刊）から引用

物が二重に見える
手の力が急に抜け、箸や
ペンなどをポロリと落とす

力はあるのに、立てな
い、歩けない

相手の言うことをよく
理解できない

思うように文字を書け
ない

片方の眼にカーテンが
かかったようになり、
一時的に物が見えなく
なる

片
方
の
手
足
が
し
び
れ
る

め
ま
い
が
し
て
、
ま
っ
す
ぐ

に
歩
け
な
い
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ろ
れ
つ
が
ま
わ
ら
な
い

保
健
・
福
祉

子
育
て

税
金
・
年
金

保
険

き
た
ひ
ろ　
　

　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ



世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

　

八
幡
に
お
住
ま
い
の
「
今
本
カ
ナ
さ
ん
」

は
大
正
５
年
生
ま
れ
の
94
歳
で
す
。
10
人
兄

弟
の
７
番
目
と
し
て
八
幡
樽
床
で
生
ま
れ
、

15
歳
で
結
婚
し
８
人
の
子
ど
も
さ
ん
に
恵
ま

れ
、
現
在
は
孫
が
15
人
、
ひ
孫
が
10
人
以
上

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
お
じ
ゃ
ま
し
た
時
は
、

帰
省
中
の
息
子
さ
ん
が
家
事
を
手
伝
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
普
段
は
ご
家
族
の

た
め
に
率
先
し
て
炊
事
や
洗
濯
、
自
家
野
菜

作
り
な
ど
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

一
日
の
生
活
を
伺
う
と
、
朝
食
を
作
り
洗

濯
を
し
、
押
し
車
で
ハ
ウ
ス
ま
で
散
歩
し
た

り
、
広
告
や
テ
レ
ビ
（
特
に
す
も
う
が
好
き
）

を
見
た
り
、
仏
誌
を
眠
く
な
る
ま
で
読
ん
だ

り
し
て
過
ご
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
メ
ガ
ネ

を
し
な
く
て
も
目
が
よ
く
見
え
る
の
で
、
広

告
や
新
聞
を
す
み
ず
み
ま
で
見
る
と
の
お
話

し
に
一
同
感
心
し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
時
間

以
上
正
座
を
し
て
も
足
が
痛
く
な
い
し
、
２

階
に
も
一
人
で
上
り
下
り
し
て
い
る
と
言
わ

れ
驚
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

毎
日
、
頭
と
体
を
し
っ
か
り
動
か
し
て
い
る

こ
と
が
元
気
の
源
な
の
だ
と
メ
ン
バ
ー
全
員

納
得
し
ま
し
た
。
乗
り
物
に
酔
う
事
も
な
い

の
で
、
ま
た
飛
行
機
や
新
幹
線
に
乗
っ
て
遠

出
が
し
た
い
な
と
、
ニ
コ
ニ
コ
笑
い
な
が
ら

お
話
し
さ
れ
る
お
元
気
さ
ん
で
し
た
。

　

（
取
材
／
ま
め
マ
メ
き
た
ひ
ろ
し
ま
）

明
治
・
大
正
生
ま
れ
の
お
元
気
さ
ん
！

～ 

元
気
の
秘
け
つ
は
何
？ 

～

○
ラ
ジ
オ
体
操
で
体
力
づ
く
り

本
地
小
学
校
で
は
、

４
年
前
か
ら
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ラ
ジ
オ
体
操
・
み

ん
な
の
体
操
一
級
指

導
士
の
徳
清
千
恵
子

さ
ん
を
講
師
に
お
迎

え
し
、
指
導
を
受
け

て
お
ら
れ
ま
す
。
正

し
い
ラ
ジ
オ
体
操
を
す
る
こ
と
で
、
全

身
運
動
を
行
い
体
力
づ
く
り
に
つ
な
が

る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
徳

清
さ
ん
の
指
導
を
受
け
て
、「
ひ
じ
を

ま
っ
す
ぐ
に
伸
ば
す
と
こ
ろ
や
腕
を
横

や
斜
め
に
伸
ば
す
と
き
の
指
の
向
き
に

気
を
つ
け
て
体
操
を
す
る
と
気
持
ち
が

よ
い
」
。
と
、
体
育
委
員
長
の
原
田
直

弥
君
（
６
年
生
）
が
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ラ
ジ
オ
体
操
を
始
め
、
年
間
を
通

じ
て
の
運
動
に
よ
り
、
徐
々
に
児
童
の

体
力
が
向
上
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

○
出
前
で
ラ
ジ
オ
体
操

ま
め
マ
メ
き
た
ひ
ろ
し
ま
で
は
、
教

室
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
に
出
か
け
て

い
っ
て
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
ラ
ジ
オ

体
操
を
し
て
い
ま
す
。「
久
し
ぶ
り
に

し
て
、
気
持
ち
が
い
い
。
」「
空
の
下
で

の
ラ
ジ
オ
体
操
は
、
気
持
ち
が
い
い
。
」

な
ど
、
み
な
さ
ん
に
好
評
で
す
。
ぜ
ひ
、

地
域
の
会
合
・
大
会
に
は
、
み
ん
な
で

ラ
ジ
オ
体
操
を
し
ま
し
ょ
う
。

◎
ま
め
マ
メ
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者

最
優
秀
賞

八
重
小
学
校　

５
年　

坂
本　

直
優

本
地
小
学
校　

４
年　

宇
田　

育
生

優
秀
賞

雄
鹿
原
小
学
校
５
年　

高
野　

多
優

雄
鹿
原
小
学
校
６
年　

中
田　

啓
登

新
庄
小
学
校　

１
年　

浅
野　

環
斗

新
庄
小
学
校　

１
年　

真
田　

実
織

新
庄
小
学
校　

２
年　

大
倉　

梨
織

新
庄
小
学
校　

２
年　

森
下　

紗
朱

豊
平
南
小
学
校
６
年　

保
田　

大
輔

豊
平
南
小
学
校
６
年　

山
田　

太
一
朗

本
地
小
学
校　

２
年　

末
永　

友
里

八
重
小
学
校　

３
年　

廣
中　

佑
哉

大
朝
中
学
校　

２
年　

宇
川　

彩
乃

千
代
田
中
学
校
３
年　

栄
田　

壮
士

千
代
田
中
学
校
３
年　

増
田　

彩
乃

　

ま
め
マ
メ
ポ
ス
タ
ー
は
夏
休
み
に
小

中
学
生
対
象
で
募
集
し
た
も
の
で
す
。

た
く
さ
ん
の
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ま
め
マ
メ
ラ
ジ
オ
体
操
紹
介
コ
ー
ナ
ー

　
ラ
ジ
オ
体
操
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
や
団
体
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す

　

12
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
で
す
。
エ
イ
ズ

を
身
近
な
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
み
ん
な
で
考
え

ま
し
ょ
う
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
無
料
検
査
を
12
月
１
日
（
水
）
に
広
島

県
西
部
保
健
所
広
島
支
所
で
行
い
ま
す
。
く
わ
し

く
は
厚
生
保
健
課
保
健
対
策
係　

電
話
０
８
２ - 

５
１
３ - 

５
５
２
１
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

介護予防事業「歯っぴー教室」（同窓会）

を始める前に、みんなでラジオ体操をしま

した。みんなで体操すると、心も体もシャ

キッと若々しくなりました
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保
健

福
祉
・
子
育
て

税
金

年
金
・
保
険

き
た
ひ
ろ　

　
　
　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　

ス
ポ
ー
ツ
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■
北
広
島
町
成
人
式

　

平
成
23
年
北
広
島
町
成
人
式
を
開
催

し
ま
す
。
対
象
者
の
方
は
、
ぜ
ひ
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

期
日

　

平
成
23
年
１
月
９
日
（
日
）

　

14
時
～
16
時

会
場

　

千
代
田
開
発
セ
ン
タ
ー

　

北
広
島
町
有
田
１
２
３
４
番
地
１

対
象
者

平
成
２
年
４
月
２
日
～
平
成
３
年

４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
方
で
、

現
在
北
広
島
町
に
住
所
の
あ
る
方
、

も
し
く
は
北
広
島
町
出
身
の
方

内
容式

典
・
20
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
記
念

撮
影
な
ど

そ
の
他

成
人
式
は
、
一
般
の
方
も
入
場
で
き

ま
す

問　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　


０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

１
８
６
４

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

す
る
前
に
ぜ
ひ
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

○
65
歳
以
上
（
昭
和
20
年
12
月
31
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）

○
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・

腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
の
機
能
に
障
害
を
有
す
る
身
体

障
害
者
１
級
の
方

実
施
期
間

　

平
成
22
年
12
月
31
日
ま
で

接
種
医
療
機
関

広
島
県
広
域
化
予
防
接
種
事
業
に
加

入
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関

自
己
負
担
金

　

１
千
円

　

対
象
者
に
は
、
す
で
に
予
防
接
種
券

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
期
間
内

に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
接
種
券
を
紛
失
さ
れ
た
場
合

は
再
発
行
し
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
予
防
接
種
の
ほ
か
に
も
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
を
寄
せ
つ
け
な
い
日
常
生
活
で

の
注
意
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

　

○
十
分
な
栄
養
と
休
養
を
と
る

○
室
内
が
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
る

　

○
で
き
る
だ
け
人
ご
み
を
避
け
る

○
帰
宅
後
は
手
洗
い
と
う
が
い
を
忘

れ
ず
に

問　

保
健
課
健
康
増
進
係

　


０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

１
８
５
３

■
発
達
障
害
啓
発
映
画
と
ト
ー
ク

　

広
島
県
は
広
島
市
な
ど
と
共
催
し
、

地
域
に
お
け
る
発
達
障
害
の
理
解
と
支

援
の
拡
大
を
目
的
と
し
て
、
発
達
障
害

啓
発
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
発
達
障
害
の
あ
る
人
を
描

い
た
映
画
の
上
映
と
「
地
域
で
支
え
る

発
達
障
害
児･

者
と
そ
の
家
族
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
講
師
に
よ
る
ト
ー
ク
で
す
。
参

加
料
は
無
料
で
す
。
参
加
申
込
等
お
問

い
合
わ
せ
は
広
島
県
障
害
者
支
援
課
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

上
映
映
画
作
品
名

　

①
「
音
符
と
昆
布
」

　

②
「
ぼ
く
は
う
み
が
み
た
く
な
り
ま

し
た
」

　

各
会
場
と
上
映
さ
れ
る
映
画
に
つ
い

て
は
下
記
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
映
画

の
列
が
上
映
さ
れ
る
映
画
の
種
類
で
す
。

問　

広
島
県
障
害
者
支
援
課

　


０
８
２ - 

５
１
３ - 

３
１
５
５

開催日 会場
（日程は各会場とも12:50～16:30まで）

映
画

12月12日（日） 東広島市中央公民館大ホール ②

１月８日（土） 広島アステールプラザ大ホール ①

１月９日（日） はつかいち文化ホールさくらぴあ大ホール ①

２月11日（金） 広島県民文化センターふくやまホール ①

３月13 日（日） みわ文化センターサンホール ②

３月 27 日（日） 呉市中央公民館ホール（市民会館） ①

アザレアからのお知らせ

☆ クリスマス バイキング 開催 ☆
12 月19 日（日）11：30 ～ 14：00（電話予約特典あり）

1500 円 ( 大人）・800 円（小学生）・300 円（幼児）

アザレアの年末・年始の営業について

12 月 31・1 月１・２日休業　１月３日より営業

１月３日 ( 月 ) アザレアセラミック湯 無料開放 11：00 ～ 19：30

アザレア千代田・千代田運動公園
　　  お問い合わせ ０８２６‐７２‐７５００

広告
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保
健
・
福
祉

子
育
て

税
金
・
年
金

保
険

き
た
ひ
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ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g くらしの情報

　

…
問
い
合
わ
せ
先

問



　長期使用製品安全点検制度とは、石油

給湯器などの９品目について、長期使用に

よる事故防止のために平成２１年４月から

スタートした点検制度です。メーカーや

輸入業者に所有者を登録することで適切

な時期に点検通知が届き点検（原則有料）

を受けることができます。制度がスタート

して以降に製造・輸入された製品が対象

となりますので、それ以前に製造されたも

のは対象外でしたが、無関係の業者がこ

の制度に基づいているかのように通知を出

し訪問のきっかけをつくり部品交換を勧め

ていました。制度スタート以前に製造・輸

入された製品についても希望すれば点検

を受けることができますので、心配な時は

直接メーカーなどに問い合わせましょう。

費者トラブル

◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町人権センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５-１）

　０８２６ - ７２ - ５５７１［相談室専用］
　０５０ - ５８１２ - ５０２０
　毎週木曜日（祝日・年末年始除く）
　10 時～ 12 時 ・ 13 時～ 16 時

Stop 消

新制度を口実にした

石油給湯器の点検商法

　「長期使用製品安全点検制度がスタート

しました。担当者が順番に石油給湯器の

安全確認を無料で行っています。」という

はがきが届いた。後日、点検に来た男性

２人から「部品が汚れている。」「このまま

だと火事になるかも」と言われ、心配に

なり部品交換をすることにした。代金を

支払う直前に振込用紙をみてメーカーや

販売業者とは無関係な業者だと気づいた。

■
広
島
県
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　

第
５
回
ふ
れ
あ
い
作
品
展

　

広
島
県
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
で

は
、
聴
覚
に
障
害
が
あ
る
人
を
対
象
に

作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。
趣
味
や
サ
ー

ク
ル
活
動
等
で
作
成
し
た
作
品
を
展
示

し
ま
す
。
出
展
を
希
望
さ
れ
る
方
は
広

島
県
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

作
品
例

　

絵
画
・
写
真
・
ビ
ー
ズ
作
品
な
ど

対
象
者

　

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方

　

（
手
帳
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

出
展
申
込
期
限

　

平
成
22
年
12
月
28
日
ま
で

展
示
期
間

　

平
成
23
年
１
月
24
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　

２
月
４
日
（
金
）

会
場

　

広
島
県
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　

広
島
市
南
区
比
治
山
本
町
12
ー
２

　

広
島
県
社
会
福
祉
会
館
５
階

問　

広
島
県
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー　

　


０
８
２ - 

２
５
４ - 

０
０
８
５

■
父
子
家
庭
の
児
童
扶
養
手
当

　

ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
自
立
を
支

援
す
る
た
め
、
平
成
22
年
８
月
１
日
か

ら
父
子
家
庭
の
父
に
も
児
童
扶
養
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
初
回
の
支
給
月
は

12
月
で
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に

は
申
請
（
認
定
請
求
）
が
必
要
で
す
。

申
請
に
は
、
必
要
書
類
・
所
得
制
限
な

ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
役
場
福
祉
課
・

支
所
自
治
振
興
課
に
お
問
い
合
わ
せ
の

上
、
平
成
22
年
11
月
30
日
ま
で
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
は
お
早
め
に
！

問　

福
祉
課
子
育
て
支
援
室

　


０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

１
８
５
１

■
町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
入
居
者
の
12
月
募
集
を
行

い
ま
す
。

12
月
募
集
住
宅

　

松
崎
団
地
（
豊
平
地
域
）
１
戸

申
込
受
付
期
間

　

平
成
22
年
12
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

～
７
日
（
火
）

随
時
募
集
中

　

細
見
団
地
（
芸
北
地
域
）
１
戸

　

松
崎
団
地
単
身
用
（
豊
平
地
域
）
１
戸

　

入
居
条
件
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

建
設
課
都
市
管
理
係

　


０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

１
８
６
０

問　

芸
北
支
所
産
業
建
設
課

　


０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

２
１
１
２

問　

大
朝
支
所
産
業
建
設
課

　


０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

８
０
０
１

問　

豊
平
支
所
産
業
建
設
課

　


０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

１
１
２
４

直接メーカーへ確認を
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宛名付ダイレクトメール宅配員　急募！

　各企業のカタログ等を宛先まで届けるお仕事です。

　収入：1通につき20円～　※宅配物により、宅配料は変動致します。

＜募集エリア＞
今吉田、阿坂、吉木、川戸、蔵迫、有間、川東

壬生、丁保余原、南方、本地、春木、有田、後有田
今田、志路原、戸谷、都志見、岩戸、新庄、大朝、大塚

（株）ヒューマンネット　広島市佐伯区八幡 1-18-1

TEL：０１２０－１５４－８９５

広告

■
浄
化
槽
法
定
検
査
の
し
く
み

　

10
人
槽
以
下
の
浄
化
槽
を
管
理
（
設

置
）し
て
い
る
方
へ
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　

す
べ
て
の
浄
化
槽
は
、
定
期
的
な
保

守
点
検
・
清
掃
と
は
別
に
、
検
査
機
関

に
よ
る
法
定
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度

は
、
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
検
査
の
年
度
に
あ
た
り
、
検
査
料

金
が
普
段
の
年
と
は
異
な
り
ま
す
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

検
査
の
種
類

　

○
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
検
査

国
（
環
境
省
）
が
示
し
た
検
査
項

目
86
項
目
す
べ
て
を
調
べ
ま
す
。

５
年
毎
に
行
う
必
要
が
あ
り
、
平

成
23
年
度
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
検

査
の
年
に
な
り
ま
す
。
平
成
23

年
度
の
次
は
平
成
28
年
度
で
す
。

そ
れ
以
外
の
年
は
効
率
化
検
査

を
行
い
ま
す
。

　

○
効
率
化
検
査

外
観
検
査
項
目
を
軽
減
し
、
水

質
検
査
項
目
18
項
目
（
Ｂ
Ｏ
Ｄ

な
ど
）
に
絞
っ
て
検
査
し
ま
す
。

※
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要

求
量
）
と
は
、
微
生
物
が
水

中
の
有
機
物
を
分
解
す
る
時

に
消
費
す
る
酸
素
の
量
の
こ

と
で
、
こ
の
値
が
大
き
け
れ

ば
微
生
物
の
活
動
が
活
発
で

あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
水

が
汚
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、

値
が
小
さ
け
れ
ば
水
が
き
れ

い
な
状
態
で
放
流
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
原
則
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
検
査
で
「
不
適

正
」
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、

無
料
で
二
次
検
査
（
全
項
目
）

を
行
い
ま
す
。

指
定
検
査
機
関

　

広
島
県
知
事
が
指
定
し
た
機
関
が
検

査
を
行
い
ま
す
。

申
込
手
続
き

　

指
定
検
査
機
関
よ
り
受
験
案
内
が
あ

り
ま
す
の
で
、
案
内
に
回
答
す
る
と
検

査
機
関
又
は
検
査
機
関
か
ら
委
託
を
受

け
た
者
が
「
浄
化
槽
法
定
検
査
受
験
契

約
書
」
を
持
参
し
ま
す
の
で
、
契
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

直
接
検
査
機
関
か
ら
契
約
書
が
郵
送

さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ご
不
明
な

点
が
あ
る
場
合
は
、
直
接
検
査
機
関
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

契
約
の
相
手
方
は
２
つ
の
検
査
機
関

の
連
名
と
な
り
ま
す
。
以
降
は
毎
年
い

ず
れ
か
か
ら
連
絡
が
あ
る
の
で
、
日
程

を
調
整
し
て
受
験
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
契
約
書
に
記
載
さ
れ
た
個
人

情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
法
定

検
査
業
務
の
目
的
以
外
に
利
用
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

上
下
水
道
課
下
水
道
係

　


０
５
０ - 

５
８
１
２ - 

１
８
６
１

浄
化
槽
に
関
す
る
情
報
は
、
県
の
環
境

情
報
サ
イ
ト
ｅ
ｃ
ｏ
（
エ
コ
）
ひ
ろ
し

ま
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

h
ttp

:/
/
w

w
w

.p
r
e
f.h

ir
o
s
h

im
a
.

lg
.jp

/e
c
o
/i/i4

/jy
o
u
k
a
so

.h
tm

l
■
戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
さ
ま
へ

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す

る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
付
が
、
平
成

22
年
10
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

対
象
者

　

戦
後
強
制
抑
留
者
で
平
成
22
年
６
月

16
日
現
在
で
存
命
の
方

請
求
受
付
期
間

　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

　

該
当
の
方
に
は
、
次
の
基
金
か
ら
請

求
書
類
が
送
ら
れ
ま
す
。

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
事
業
部
特
別
給
付
金
担
当

　


０
５
７
０-

０
５
９-

２
０
４

　

受
付
時
間　

　
　

平
日
午
前
９
時
～
午
後
６
時

　

検査料金 合併処理浄化槽 単独処理浄化槽

ガイドライン検査 ７，０００円 ５，０００円

効率化検査 ５，０００円 ５，０００円

検査区分 担当検査機関名 連絡先

ガイドライン検査
社団法人
広島県環境保全センター

広島市安佐南区大塚西４丁目
２番 28 号

 082-849-6411

効率化検査
社団法人
広島県浄化槽維持管理協会

広島市中区東平塚町３番 28 号

 082-546-2168

問

��Public Relations Kitahiroshima
�010.1�

保
健
・
福
祉

子
育
て

税
金
・
年
金

保
険

き
た
ひ
ろ　
　

　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g くらしの情報



問　北広島町求人情報センター（企画課立地定住推進室内）
　    ０５０‐５８１２‐１８５６
　   ホームページ http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/

11 月８日現在 届出順

企　　業　　名 募 集 職 種

医療法人 明和会 介護支援専門員、看護師（正・准）

医療法人社団 慶寿会 千代田中央病院 看護師（正・准）

ローソン 千代田インター店 店内接客

医療法人社団せがわ会 千代田病院 看護師（正・准）、介護職

株式会社エポカフードサービス（アザレア千代田） 調理師・清掃・接客・配膳

医療法人社団もみの木会 大朝ふるさと病院 看護師（正・准）

有限会社 かわすみ 接客、商品管理

有限会社 新見仕出し店 調理補助、販売

とよひら小規模多機能ホーム 介護職

特別養護老人ホーム ゆりかご荘 看護師・介護職員

北広島町豊平病院 薬剤師

セブンイレブン 千代田インター店 店内接客

特別養護老人ホーム やまゆり 介護職

今井運送 株式会社 大型ウイング運転手

新広島ヤクルト販売株式会社 千代田センター 食品販売

千代田ＯＧＭゴルフ倶楽部 ホールスタッフ

へんぽこ茶屋 移動販売車での実演販売

八剣伝 千代田店 接客業

中国木材 株式会社 製材加工要員

広島北ホテル バーテンダー・レストランスタッフ

株式会社大上自動車工業 千代田工場 電装工・塗装工

株式会社タック 交通誘導警備員

㈱タカキベーカリー千代田工場 物流・製造・放送・印字・計量等

ガスト広島千代田店 接客・調理等

株式会社 玉屋金属 プレス工

株式会社 ひろし本店 調理補助・配達

美和運送 株式会社 運送業

有限会社 カーステーション織田 一般事務・自動車整備士

Excel そり（デオデオ大朝店 ) 修理・電気工事

有限会社 ハタヤ 千代田工場 印刷業

株式会社ダイケン広島支社 ホテル客室清掃・ホテル供用部屋清掃

焼肉　河九 調理

株式会社フレスタサンクス店 レジ・品出し・商品のパック作業・調理

丸二　株式会社 製造

石橋飲料株式会社 接客業務・厨房助手など

郵便事業（株）千代田集配センター 郵便配達

郵便事業（株）大朝集配センター 郵便配達

＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。

［10 月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 20,360 人 （－８）

    転　入 32 人

    転　出 28 人

　 出　生 ７人

　 死　亡 19 人

    世帯数 8,327 世帯 （－２）

>>> Population 人口と世帯

人情報コーナー求>>> \\\ 納期限

12 月 27 日（月）

●国民健康保険税［７期］
●後期高齢者医療保険料［６期］

広島県最低賃金が変わりました！

☆ 時間額　７０４円
（平成 22 年 10 月 30 日から）

業種によっては産業別最低賃金が適用される場合があります

問　広島労働局労働基準部賃金室
　 ０８２‐２２１‐９２４４
問　広島北労働基準監督局
　 ０８２‐８１２‐２１１５

>>> Human rights 人権標語

てをつなごう

みんなでつくる

えがおのわ

■お詫びと訂正

　広報きたひろしま 11 月号に間違い

がありました。申しわけありません。

２ページ

　図の左上、新町建設計画事業仕分

け対象事業 111 事業の計画事業費が

115,569,126千円となっておりますが、

正しくは 11,569,126 千円の誤りです。

お詫びして訂正します。

◆芸北の方から 40 ㎝以上あるコウダケ

を見せて頂きました。すごい香りです！

>>> Editor's postscript 編集後記
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草原に残る歴史の証人、
カモガヤ

高原からの花便り　№70

　

突
然
に
訪
れ
た
冷
た
い
風
に
、
植
物
た
ち
は

逆
ら
わ
ず
、
一
種
ま
た
一
種
と
冬
じ
た
く
を
済

ま
せ
た
よ
う
で
す
。
小
雪
を
過
ぎ
る
こ
ろ
、
八

幡
高
原
の
植
物
は
眠
り
に
つ
い
た
よ
う
に
な
り

ま
す
。
あ
る
も
の
は
種
に
来
年
を
託
し
、
あ
る

も
の
は
地
上
部
を
枯
ら
し
て
地
中
で
じ
っ
と
冬

を
耐
え
ま
す
。
千
町
原
の
草
原
で
は
、
ド
ラ
イ

フ
ラ
ワ
ー
の
よ
う
に
な
っ
た
カ
モ
ガ
ヤ
の
穂
が

見
ら
れ
ま
す
。

　

カ
モ
ガ
ヤ
は
地
中
海
か
ら
西
ア
ジ
ア
原
産
の

多
年
草
で
す
。
耐
寒
性
が
強
く
、
よ
く
繁
殖
す

る
の
で
、
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
グ
ラ
ス
と
い
う
名
前

で
牧
草
と
し
て
輸
入
さ
れ
ま
し
た
。
種
に
は
わ

た
毛
が
付
い
て
い
な
い
の
で
風
で
移
動
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
牛
な
ど
の
草
食
動
物
が

食
べ
て
も
種
が
消
化
さ
れ
な
い
の
で
、
動
物
に

よ
っ
て
放
牧
場
か
ら
離
れ
た
場
所
に
も
運
ば
れ

る
よ
う
で
す
。

　

春
に
芽
吹
い
た
カ
モ
ガ
ヤ
は
、
梅
雨
を
迎
え

る
こ
ろ
に
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
は
じ
め
は
ま
っ

す
ぐ
に
伸
び
上
が
っ
て
い
た
穂
は
、
花
が
咲
く

頃
に
は
大
き
く
広
が
っ
て
、
す
っ
か
り
違
う
姿

に
な
り
ま
す
。
イ
ネ
科
の
花
ら
し
く
、
一
つ
一

つ
の
花
は
目
立
ち
ま
せ
ん
が
、
雄
し
べ
が
飛
び

出
し
て
い
る
時
に
は
少
し
華
や
か
な
見
た
目
に

な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
カ
モ
ガ
ヤ
の
花
粉
は

ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
に
な
る
た
め
、
カ
モ
ガ
ヤ

の
花
は
と
て
も
嫌
わ
れ
ま
す
。
以
前
、
小
学
校

の
授
業
で
野
外
観
察
を
行
っ
た
際
に
、
児
童
が

ひ
ど
い
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
き
な
失
敗
で
あ
り
、

植
物
の
怖
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
一
件
で
し

た
。

　

八
幡
高
原
に
は
、
１
９
６
０
年
代
半
ば
に
始

ま
っ
た
大
規
模
草
地
改
良
事
業
の
際
に
、
他
の

様
々
な
牧
草
と
一
緒
に
カ
モ
ガ
ヤ
が
持
ち
込
ま

れ
ま
し
た
。
八
幡
原
牧
場
が
あ
っ
た
千
町
原
か

ら
牛
の
姿
が
無
く
な
っ
て
30
年
が
経
ち
ま
す

が
、カ
モ
ガ
ヤ
は
今
も
毎
年
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

牛
の
餌
に
す
る
か
ら
と
持
ち
込
ま
れ
、
今
で
は

ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
に
な
る
か
ら
と
嫌
わ
れ
る

カ
モ
ガ
ヤ
は
、
人
の
都
合
に
振
り
回
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
も
見
え
、少
し
気
の
毒
に
思
え
ま
す
。

（
芸
北 

高
原
の
自
然
館
学
芸
員
・
白
川
勝
信
）

広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま
12月
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